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菜の花イベント
　

五
郎
の
河
原
に
、
県
立
大
洲
農
業

高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
が
栽
培
し
た

菜
の
花
が
咲
き
誇
る
中
、
今
回
で
７

回
目
と
な
る
「
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
て
、
菜
の

花
畑
を
バ
ッ
ク
に
吹
奏
楽
部
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
等
の
催
し
を
、
生
徒
が

主
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

日　

時

　

3
月
21
日
（
水
・
祝
）
雨
天
決
行

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　

所

　

五
郎
地
区
畑
の
前
橋

　
（
通
称
「
赤
橋
」）
下
特
設
会
場

問
い
合
わ
せ
先

　

 

大
洲
農
業
高
等
学
校
内
大
洲
農
業

高
等
学
校
農
業
教
育
振
興
協
議
会

　
（
担
当 

信
尾
）

　

☎
㉔
３
１
０
１

　
「
あ
な
た
が
城
主
！
健
康
お
お
ず
」

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
、
平

成
22
年
ま
で
の
大
洲
市
民
の
た
め
の

健
康
づ
く
り
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
書
で
は
「
運
動
」
は
生

涯
を
と
お
し
た
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
各

世
代
に
あ
っ
た
内
容
、
方
法
で
実
施

し
、
生
活
習
慣
と
し
て
継
続
し
て
取

り
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

み
ん
な
で
無
理
を
せ
ず
、
歩
き
な

が
ら
、
春
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

　

3
月
11
日
（
日
）
少
雨
決
行

受
付
時
間 

　

 

午
後
0
時
30
分
〜
午
後
0
時
50
分

（
午
後
1
時
開
始
）

集
合
場
所

　

五
郎
河
川
敷
・
菜
の
花
畑

対
象
者

　

老
若
男
女
（
※
小
学
生
以
下
の
児

童
ま
た
は
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。）

コ
ー
ス

　

・
河
川
敷
往
復
コ
ー
ス
（
3
キ
ロ
）

　

・ 

防
災
セ
ン
タ
ー
往
復
コ
ー
ス

（
6
キ
ロ
）

参
加
費
用

　

傷
害
保
険
料
１
０
０
円

　
（
大
会
当
日
、
受
け
付
け
ま
す
） 

持
参
品

　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

お
茶
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉓
０
３
１
０

※ 

雨
天
な
ど
に
よ
る
当
日
の
問
い
合

わ
せ
先

　

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉓
０
２
９
４

第7回 菜の花フェスタ第7回 菜の花フェスタ

菜
の
花
ウ
ォ
ー
ク
大
会

〜
み
ん
な
で
歩
こ
う
！

〜
み
ん
な
で
歩
こ
う
！  

健
康
ウ
ォ
ー
ク
〜

健
康
ウ
ォ
ー
ク
〜

3月 11日 ( 日 )3 月 11日 ( 日 )

五郎菜の花まつり五郎菜の花まつり
　日　時　3月11日 (日 )
　　　　　午前10時～午後4時
　場　所　五郎河川敷・菜の花畑
　　　　　駐車場　約100台
　内　容　餅つき、餅まき
　　　　　菜の花写生大会、新鮮野菜市
　　　　　（変更の場合あり）など
　問い合わせ先
　　　　　市役所商工観光課
　　　　　☎24―2111( 内線 533)

3/21（水・祝）

菜の花フェスタ会場
3/11（日）

「五郎菜の花まつり」

「菜の花ウォーク大会」
五郎河川敷・菜の花畑
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宝くじ助成事業

【
整
備
し
た
備
品
】

　

中
太
鼓
、し
め
太
鼓
、

き
つ
ね
面
・
衣
装
、
猿

面
・
衣
装
、
タ
ス
キ
、

獅
子
油
単
・
ズ
ボ
ン
、

お
じ
い
さ
ん
衣
装
、
お

ば
あ
さ
ん
衣
装
、横
笛
、

ハ
チ
マ
キ
、
足
袋

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

財
団
法
人

財
団
法
人  

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー  

宝
く
じ
助
成
事
業

宝
く
じ
助
成
事
業

平
成
平
成
1818
年
度
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り

年
度
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り

地
域
活
動
を
実
践
す
る
団
体
が
、
備
品
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
活
動
を
実
践
す
る
団
体
が
、
備
品
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

道
野
尾
獅
子
舞
保
存
会

【
獅
子
舞
備
品
整
備
】

　

道
野
尾
獅
子
舞
保
存
会
は
、
衰
退

し
て
い
た
地
元
の
獅
子
舞
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
有
志
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま

し
た
。老
朽
化
し
た
備
品
を
整
備
し
、

貴
重
な
郷
土
芸
能
の
保
存
伝
承
に
取

り
組
み
ま
す
。

宝くじ助成事業とは?
　自治総合センターでは、住民の行うコミュニティ活動を支援し
ています。
　助成の対象となるのは、社会福祉、社会教育、体育、環境保護
その他公益の増進などに寄与する事業
で、市や各コミュニティ組織、自主防
災組織等が申請できます。
　この助成事業の財源には、宝くじの
普及広報事業費として受け入れる宝く
じ受託事業収入が充てられています。

新
谷
地
区
自
主
防
災
組
織

【
自
主
防
災
組
織
備
品
整
備
】

　

災
害
発
生
時
の
自
主
防
災
組
織
に

よ
る
情
報
収
集
活
動
、
初
期
復
旧
活

動
、
救
急
救
命
活
動
、
避
難
誘
導
活

動
、
避
難
者
支
援
活
動
に
必
要
な
備

品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

【
整
備
し
た
備
品
】

　

携
帯
用
無
線
機
、
ラ
ジ
オ
、
テ
ン

ト
、
投
光
機
、
発
電
機
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、
は
し
ご
、
毛
布
、
給
水
タ
ン

ク
、
炊
飯
器
、
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
、
金

属
食
器
、
リ
ヤ
カ
ー
、
寝
袋
、
資
機

材
倉
庫
他

大
谷
自
治
会

【
太
鼓
及
び
音
響
機

材
整
備
】

　

大
谷
自
治
会
は
毎

年
様
々
な
地
域
興
し

行
事
を
催
し
て
い
ま

す
。
毎
年
恒
例
の
盆

踊
大
会
や
運
動
会
、

文
化
祭
等
に
必
要
な

太
鼓
及
び
音
響
機
材

の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

【
整
備
し
た
備
品
】

　

宮
太
鼓
、ア
ン
プ
、

チ
ュ
ー
ナ
ー
、
マ
イ

ク
、
ス
ピ
ー
カ
、
Ｃ

Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
、
周
辺

機
材
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お知らせ

（2）　県　　内
本　年 前　年 増減数 増減率 本　年 前　年 増減数 増減率

発　生 330 397 ー67 ー16.9 発　生 10,881 11,155 ー274 ー2.5
死　者 9 4 5 125.0 死　者 101 113 ー12 ー10.6
傷　者 422 526 ー104 ー19.8 傷　者 13,324 13,581 ー257 ー1.9

大洲署 県　内
発　生 135 3,025
増減 ー2 3

死　者 6 62
増減 2 ー4

傷　者 93 2,115
増減 ー9 2

○交通事故発生状況（平成18年中）

　◇　高齢者の占める割合
（3）　高齢者の交通事故

（1）　大洲署管内

本年も“アンダー１００作戦”を実施します

｢交通事故死者を100人未満」を目指した交通事故防止対策を推進します。

・夜間の交通事故防止「こまめにライトを切り替え、早期に歩行者を発見」

○　アンダー１００とは

大洲交通情報

　　　県　内　　　　28%
　　　大洲署　　　　41%

　・　死者の割合
　　　県　内　　　　61%
　　　大洲署　　　　71%
　・   全事故の割合

○　発生・傷者数は減少するも死者数が著しく増加 ○　発生・傷者数・死者数すべて減少

「歩行者・自転車は反射材の利用を!!」

～  目指せ！　　飲酒運転・暴走運転の追放  ～

○　運動の重点

※高齢者事故の特徴
○横断中に多発しています。（安全確認を徹底しましょう。）
○夜間、暗い服装で事故に遭っています。
　（反射材を活用しましょう。）
○自宅の近所で事故に遭っています。
　（自宅付近の安全点検をしましょう。）

平成19年度の労働保険の年度更新について
愛 媛 労 働 局

関係事業主のみなさまへ

　2007年（平成19年）4月1日から
　石綿（アスベスト）健康被害救済のための「一般拠出金」の申請・納付が始まります。

　「一般拠出金」とは、「石綿による健康被害の救済に関する法律」（平成18年法律第4号）
により、石綿（アスベスト）健康被害者の救済費用に充てるため、事業主のみなさまにご負
担いただくものです。

①　対　　象　労災保険適用事業場の全事業主が対象です。
　アスベストは、全ての産業において、その基盤となる施設、設備、機材等に幅広く使用さ
れてきました。このため、健康被害者の救済にあたっては、すべての労災保険適用事業主に
一般拠出金をご負担いただくこととしております。

②　納付方法　労働保険料と併せて申告・納付します。
③　料　　率　一般拠出金率は1000分の0.05です。

問い合わせ先
　愛媛県労働局労働保険徴収室（☎089-935-5202）
　八幡浜労働基準監督署（☎0894-22-1899）




